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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブピクチャメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情
報記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置において、
　前記サブピクチャメニューの表示画面またはサブピクチャを切り替えるための切替え画
面を呼び出すための共通の指令を入力させる指令入力部と、
　前記サブピクチャメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出
する検出部と、
　前記サブピクチャメニューの再生と前記サブピクチャを切替えるためのサブピクチャ再
生選択機能の起動との優先関係を設定する設定部と、
　前記指令入力部より前記指令が入力された場合、検出されたユーザの操作制限情報に対
応して、前記サブピクチャを切り替えるための切替え画面の表示または前記検出部によっ
て前記情報記録媒体に記録されていることが検出されたサブピクチャメニューの表示画面
の表示の一方を、前記設定部で設定された優先関係に基づいて選択する処理選択部と、
　停止状態であるか否かを検出する動作状態検出部と、
を具備し、
　前記処理選択部は、前記動作状態検出部により前記停止状態であることが検出されたと
き前記サブピクチャメニューの表示画面の表示を選択し、停止状態以外であることが検出
されたときサブピクチャを切り替えるための切替え画面の表示を選択すること
　を特徴とする情報再生装置。
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【請求項２】
　サブピクチャメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情
報記録媒体から記録情報を再生する情報再生方法において、
　サブピクチャメニューの表示画面またはサブピクチャを切り替えるための切替え画面を
呼び出すための共通の指令の入力を検知するステップと、
　前記サブピクチャメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出
するステップと、
　停止状態か否かを検出するステップと、
　前記停止状態であることが検出されたとき前記サブピクチャメニューの表示画面の表示
を選択し、停止状態以外であることが検出されたときサブピクチャを切り替えるための切
替え画面の表示を選択するステップと、
を具備することを特徴とする情報再生方法。
【請求項３】
　オーディオメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報
記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置において、
　前記オーディオメニューの表示画面またはオーディオを切り替えるための切替え画面を
呼び出すための共通の指令を入力させる指令入力部と、
　前記オーディオメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出す
る検出部と、
　前記オーディオメニューの再生と前記オーディオを切替えるためのオーディオ再生選択
機能の起動との優先関係を設定する設定部と、
　前記指令入力部より前記指令が入力された場合、検出されたユーザの操作制限情報に対
応して、前記オーディオを切り替えるための切替え画面の表示または前記検出部によって
前記情報記録媒体に記録されていることが検出されたオーディオメニューの表示画面の表
示の一方を、前記設定部で設定された優先関係に基づいて選択する処理選択部と、
　停止状態であるか否かを検出する動作状態検出部と、
を具備し、
　前記処理選択部は、前記動作状態検出部により前記停止状態であることが検出されたと
きオーディオメニューの表示画面の表示を選択し、停止状態以外であることが検出された
ときオーディオを切り替えるための切替え画面の表示を選択すること
　を特徴とする情報再生装置。
【請求項４】
　オーディオメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報
記録媒体から記録情報を再生する情報再生方法において、
　オーディオメニューの表示画面またはオーディオを切り替えるための切替え画面を呼び
出すための共通の指令の入力を検知するステップと、
　前記オーディオメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出す
るステップと、
　停止状態か否かを検出するステップと、
　前記停止状態であることが検出されたとき前記オーディオメニューの表示画面の表示を
選択し、停止状態以外であることが検出されたときオーディオを切り替えるための切替え
画面の表示を選択するステップと、
　を具備することを特徴とする情報再生方法。
【請求項５】
　アングルメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報記
録媒体から記録情報を再生する情報再生装置において、
　前記アングルメニューの表示画面またはアングルを切り替えるための切替え画面を呼び
出すための共通の指令を入力させる指令入力部と、
　前記アングルメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出する
検出部と、
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　前記アングルメニューの再生と前記アングルを切替えるためのアングル再生選択機能の
起動との優先関係を設定する設定部と、
　前記指令入力部より前記指令が入力された場合、検出されたユーザの操作制限情報に対
応して、前記アングルを切り替えるための切替え画面の表示または前記検出部によって前
記情報記録媒体に記録されていることが検出されたアングルメニューの表示画面の表示の
一方を、前記設定部で設定された優先関係に基づいて選択する処理選択部と、
　停止状態であるか否かを検出する動作状態検出部と、
を具備し、
　前記処理選択部は、前記動作状態検出部により前記停止状態であることが検出されたと
き前記アングルメニューの表示画面の表示を選択し、停止状態以外であることが検出され
たときアングルを切り替えるための切替え画面の表示を選択すること
　を特徴とする情報再生装置。
【請求項６】
　アングルメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報記
録媒体から記録情報を再生する情報再生方法において、
　アングルメニューの表示画面またはアングルを切り替えるための切替え画面を呼び出す
ための共通の指令の入力を検知するステップと、
　前記アングルメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出する
ステップと、
　停止状態か否かを検出するステップと、
　前記停止状態であることが検出されたとき前記アングルメニューの再生を優先し、停止
状態以外であることが検出されたときアングルを切り替えるための切替え画面の表示を優
先するステップと、
を具備することを特徴とする情報再生方法。
【請求項７】
　チャプターメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報
記録媒体から記録情報を再生する情報再生装置において、
　前記チャプターメニューの表示画面またはチャプターを切り替えるための切替え画面を
呼び出すための共通の指令を入力させる指令入力部と、
　前記チャプターメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出す
る検出部と、
　前記チャプターメニューの再生と前記チャプターを切替えるためのチャプター再生選択
機能の起動との優先関係を設定する設定部と、
　前記指令入力部より前記指令が入力された場合、検出されたユーザの操作制限情報に対
応して、前記チャプターを切り替えるための切替え画面の表示または前記検出部によって
前記情報記録媒体に記録されていることが検出されたチャプターメニューの表示画面の表
示の一方を、前記設定部で設定された優先関係に基づいて選択する処理選択部と、
　停止状態であるか否かを検出する動作状態検出部と、
を具備し、
　前記処理選択部は、前記動作状態検出部により前記停止状態であることが検出されたと
き前記チャプターメニューの表示画面の表示を選択し、停止状態以外であることが検出さ
れたときチャプターを切り替えるための切替え画面の表示を選択すること
　を特徴とする情報再生装置。
【請求項８】
　チャプターメニューの有無情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報
記録媒体から記録情報を再生する情報再生方法において、
　チャプターメニューの表示画面またはチャプターを切り替えるための切替え画面を呼び
出すための共通の指令の入力を検知するステップと、
　前記チャプターメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出す
るステップと、



(4) JP 4282541 B2 2009.6.24

10

20

30

40

50

　停止状態か否かを検出するステップと、
　前記停止状態であることが検出されたとき前記チャプターメニューの再生を優先し、停
止状態以外であることが検出されたときチャプターを切り替えるための切替え画面の表示
を優先するステップと、
を具備することを特徴とする情報再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえばＤＶＤ（Digital Versatile Disc）などの情報記録媒体を再生する
情報再生装置と情報再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＶＤディスクには、ルートメニューやタイトルメニューなどのいくつかのメニューが
記録されていることがある。メニューを呼び出して再生させるための操作がユーザによっ
て行われると、現在の動作状態から呼び出し可能なすべてのメニューの一覧が表示される
。この表示されたメニューの一覧からユーザによって意図するメニューが選択されると、
その選択メニューの内容が表示されるので、ここではじめてユーザは選択メニューの中の
所望の項目を選択できるようになっている（たとえば特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００１－３１２８８０号公報（段落００５５－００７０、図１２－
１３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記の従来例では、ユーザが意図するメニューを呼び出すまでに、メニューの一覧の呼
び出しと、その一覧でのメニューの選択の、計２回の操作が必要である。また、メニュー
の一覧を、個々のメニューを縮小したものによって画面に同時に表示させる場合、メニュ
ーを縮小するための機能が必要となり、それだけファームウェアの規模が大きくなる。
【０００４】
　本発明は、このような事情を鑑み、一回の操作で、メニュー再生あるいはサブピクチャ
、オーディオ、アングル、チャプターなどの切替え画面を呼び出すことができ、操作性の
向上を図ることのできる情報再生装置および情報再生方法を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる目的を達成するために、本発明の情報再生装置は、サブピクチャメニューの有無
情報および再生中のユーザの操作制限情報が記録された情報記録媒体から記録情報を再生
する情報再生装置において、前記サブピクチャメニューの表示画面またはサブピクチャを
切り替えるための切替え画面を呼び出すための共通の指令を入力させる指令入力部と、前
記サブピクチャメニューの有無情報および前記ユーザの操作制限情報をそれぞれ検出する
検出部と、前記サブピクチャメニューの再生と前記サブピクチャを切替えるためのサブピ
クチャ再生選択機能の起動との優先関係を設定する設定部と、前記指令入力部より前記指
令が入力された場合、検出されたユーザの操作制限情報に対応して、前記サブピクチャを
切り替えるための切替え画面の表示または前記検出部によって前記情報記録媒体に記録さ
れていることが検出されたサブピクチャメニューの表示画面の表示の一方を、前記設定部
で設定された優先関係に基づいて選択する処理選択部と、停止状態であるか否かを検出す
る動作状態検出部と、を具備し、
　前記処理選択部は、前記動作状態検出部により前記停止状態であることが検出されたと
き前記サブピクチャメニューの表示画面の表示を選択し、停止状態以外であることが検出
されたときサブピクチャを切り替えるための切替え画面の表示を選択することを特徴とす
る。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明の情報再生装置および情報再生方法によれば、一回の操作で、メニュー再生ある
いはサブピクチャ、オーディオ、アングル、チャプターなどの切替え画面を呼び出すこと
ができ、操作性の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【０００９】
　図１は、本発明の一実施形態にかかる情報再生装置により再生処理される情報記録媒体
であるＤＶＤディスクの論理構造を示している。
【００１０】
　このＤＶＤディスクは、一方の片面に１ボリュームのみ記録することができる記録媒体
である。映像音声情報、再生管理情報などのＤＶＤビデオコンテンツはＤａｔａＡｒｅａ
に記述されており、ＤａｔａＡｒｅａはさらに、ビデオマネージャ（ＶＭＧ）とビデオタ
イトルセット（ＶＴＳ）とに区分される。ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）は複数記録す
ることができ、最大数は９９である。ビデオマネージャ（ＶＭＧ）は、ビデオマネージャ
（ＶＭＧ）およびボリューム中の全ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）を制御するための情
報とデータからなり、１ボリューム中に１つだけ記録可能である。ビデオタイトルセット
（ＶＴＳ）は、ビデオタイトルセットマネージャ（ＶＴＳＭ）および全タイトルを制御す
るための情報とデータからなり、１ボリューム中に最大９９個記録することができる。
【００１１】
　図２に、ビデオマネージャメニュー（ＶＭＧＭ）およびビデオタイトルセットメニュー
（ＶＴＳＭ）のデータ構造をそれぞれ示す。
【００１２】
　ＶＭＧには、ボリューム内の全てのＶＴＳとＶＭＧＭを制御するための情報、およびＶ
ＭＧＭデータが記録されている。ＶＧＭＩの制御情報の中にはボリューム内のタイトル情
報を記述するタイトル・サーチポインタテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰ）がタイトル別に記録さ
れている。
【００１３】
　さらに、ＴＴ＿ＳＲＰ内には、各タイトル中で再生されるデータに関する情報が記録さ
れており、アングル数情報（ＡＧＬ＿Ｎｓ）１０１、ＰＴＴ（パート・オブ・タイトル）
数情報（ＰＴＴ＿Ｎｓ）１０２がこれにあたる。
【００１４】
　また、ＶＭＧＭと同様に、再生ＶＴＳ内にはタイトル（ＴＴ）データとＶＴＳＭデータ
および、そのための制御情報が記録されている。ＶＴＳＭのビデオオブジェクトセット（
ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）はＶＴＳメニュー用のビデオオブジェクトを示すが、必須ではない
。そこで再生可能なビデオオブジェクトの有無を調べる為にＶＴＳＭ内のＶＴＳＭのプロ
グラムチェーン情報ユニット・テーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）の先頭アドレスを
ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴから取得し、さらにＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴによってビデオ
タイトルセットメニューの有無情報（ＶＴＳＭ＿ＥＸＳＴ）を参照することによって、再
生可能なＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳの有無を検出することができる。
【００１５】
　ＶＴＳＭ＿ＥＸＳＴには５種類のメニューの有無に関する情報が記録されており、ルー
トメニュー有無情報（ＲＯＯＴＭ＿ＥＸＳＴ）、サブピクチャメニュー有無情報（ＳＰＭ
＿ＥＸＳＴ）１０８、オーディオメニュー有無情報（ＡＭ＿ＥＸＳＴ）１０９、アングル
メニュー有無情報（ＡＧＬＭ＿ＥＸＳＴ）１１０、ＰＰＴ（パート・オブ・タイトル）メ
ニュー有無情報（ＰＴＴＭ＿ＥＸＳＴ）１１１がこれにあたる。
【００１６】
　また、ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）には同一ＶＴＳに含まれる映像・音声デ
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ータを制御するための情報も記述される。ＶＴＳ内には多重化された最大８個のオーディ
オストリームおよび最大３２個のサブピクチャを記録することが可能であるが、これらの
全てに対する属性情報はオーディオストリーム属性情報（ＡＳＴ＿ＡＴＲ）１０３および
サブピクチャストリーム属性情報（ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）１０４として記録される。
【００１７】
　ビデオオブジェクトの再生を制御する情報のひとつにＶＴＳのプログラムチェーン情報
（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）があるが、前記の最大８個のオーディオストリームおよび最大３２
個のサブピクチャストリームのひとつひとつに対し、ストリーム再生の有効・無効の設定
が可能であり、これらはそれぞれプログラムチェーンオーディオストリーム制御テーブル
（ＰＧＣ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬＴ）１０６およびプログラムチェーンサブピクチャストリーム
制御テーブル（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬＴ）１０７中で記述される。
【００１８】
　ＰＧＣユーザ操作制御（ＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ）１０５はＰＧＣ再生中に禁止され
るユーザ操作を記述したものである。ユーザ操作として定義された操作には２４通りあり
、タイトル再生（Title_Play）やタイトルメニュー呼び出し（Menu_Call(Title)）、ＲＯ
ＯＴメニュー呼び出し（Menu_Call(Root)）、サブピクチャメニュー呼び出し（Menu_Call
(Sub-Picture)）、オーディオメニュー呼び出し（Menu_Call(Audio)）、アングルメニュ
ー呼び出し（Menu_Call(Angle)）、ＰＴＴメニュー呼び出し（Menu_Call(PTT)）などが含
まれる。前記２４通りのユーザ操作（ＵＯＰ）に対して個別に許可、不許可が指定出来る
ようになっている。
【００１９】
　ビデオマネージャ（ＶＭＧ）には、ビデオマネージャメニュー（ＶＭＧＭ）および、そ
のための制御情報が記録されている。ビデオマネージャメニューのビデオオブジェクトセ
ット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）はＶＭＧメニュー用のビデオオブジェクトを示すが、必須で
はない。そこで再生可能なビデオオブジェクトの有無を調べるために、ビデオマネージャ
メニュー（ＶＭＧＭ）内のビデオマネージャメニューのプログラムチェーン情報ユニット
・テーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）の先頭アドレスをビデオマネージャメニューの
プログラムチェーン情報ユニット・テーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＧＩ＿ＵＴ）から取得し、
さらにビデオマネージャメニューのプログラムチェーン情報ユニット・テーブル（ＶＭＧ
Ｍ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）内のビデオマネージャメニューの有無情報（ＶＭＧＭ＿ＥＸＳＴ）
１０１によって再生可能なビデオマネージャメニューのプログラムチェーン（ＶＭＧＭ＿
ＰＧＣ）の有無を検出することができる。
【００２０】
　また、ビデオマネージャメニュー（ＶＭＧＭ）と同様に、再生ビデオタイトルセット（
ＶＴＳ）内には、ビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）および、そのための制御情
報が記録されている。ビデオタイトルセットメニューのビデオオブジェクトセット（ＶＴ
ＳＭ＿ＶＯＢＳ）は、ＶＴＳメニュー用のビデオオブジェクトを示すが、必須ではない。
そこで再生可能なビデオオブジェクトの有無を調べるために、ビデオタイトルセットメニ
ュー（ＶＴＳＭ）内のビデオタイトルセットメニューのプログラムチェーン情報ユニット
・テーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）の先頭アドレスをビデオタイトルセットメニュ
ーのプログラムチェーン情報ユニット・テーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＧＩ＿ＵＴ）から取得
し、さらにビデオタイトルセットメニューのプログラムチェーン情報ユニット・テーブル
（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）によってビデオタイトルセットメニューの有無情報（ＶＴ
ＳＭ＿ＥＸＳＴ）１０２を参照することによって、再生可能なビデオタイトルセットメニ
ューのプログラムチェーン（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ）の有無を検出することができる。
【００２１】
　図３は、本発明の一実施形態にかかる情報再生装置の構成を示すブロック図である。同
図に示すように、この情報再生装置は、光ディスクドライブなどのデータ読取装置１１、
ＭＰＵ１２、各種情報検出・処理部１４、音声復号器１５、映像復号器１６、副映像復号
器１７、ワークメモリ１８、ビデオ処理部１９、オーディオ用Ｄ／Ａ２０、ビデオ用Ｄ／
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Ａ２１、外部操作検知部２２、および画面作成部２３などを備えている。
【００２２】
　ＭＰＵ（Micro Processing Unit）１２は、各種情報検知処理部１２Ａ、優先再生設定
処理部１２Ｂ、ＯＳＤ（On Screen Display）表示処理部１２Ｃ、ドメイン検知処理部１
２Ｄ、再生ストリーム変更処理部１２Ｅなどを備えている。
【００２３】
　各種情報検知処理部１２Ａは、各種情報検出・処理部１４の情報に基づきビデオマネー
ジャメニュー（ＶＭＧＭ）、ビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）を検知する。
【００２４】
　優先再生設定処理部１２Ｂは、サブピクチャメニュー（ＳＰＭ）、オーディオメニュー
（ＡＭ）、アングルメニュー（ＡＧＬＭ）、パート・オブ・タイトル（ＰＴＴ）などの各
種メニューの再生と、サブピクチャ、オーディオ、アングル、チャプターを切替えるため
切替え画面による再生選択機能の起動との間の優先関係をユーザによる選択を通じて設定
する。
【００２５】
　ＯＳＤ（On Screen Display）表示処理部１２Ｃは、各種情報検知処理部の１２Ｂの情
報に基づき画面作成部２３を制御して、ＳＰ、ＡＭ、ＡＧＬ、ＰＴＴの切換え画面を作成
し、再生画面の上に表示させる。
【００２６】
　ドメイン検知処理部１２Ｄは、情報再生装置の再生対象であるドメインを検知する。再
生の対象となるビデオオブジェクトのドメインには、ＶＭＧＭドメイン、ＶＴＳＭドメイ
ン、タイトルドメイン、ファーストプレイドメインなどがある。
【００２７】
　動作状態検知部１２Ｅは、情報再生装置の停止状態、再生状態などの動作状態を検知す
る。
【００２８】
　次に、上記説明した情報再生装置によるＶＴＳＭ情報のデータ取得、およびストリーム
変更処理について説明する。読み取り装置（光ディスクドライブなど）１１は、ＭＰＵ１
２からの指示に従って、情報記録媒体（ＤＶＤディスク）１３上のＤａｔａＡｒｅａ中の
指定された位置のデータを取得する。取得されたデータは情報検出・処理部１４によって
音声、映像、副映像の属性ごとに分離され、それぞれ音声復号器１５、映像復号器１６、
副映像復号器１７、もしくはワークメモリ１８に転送される。
【００２９】
　ここで、図２に示されたＶＴＳＩなどの再生管理情報は、一旦上記ワークメモリ１８に
記録される。またＭＰＵ１２は上記管理情報を参照することができる。ＭＰＵ１２は上記
管理情報から図２に示すＶＴＳＭ＿ＥＸＳＴ以下のＳＰＭ＿ＥＸＳＴ１０８、ＡＭ＿ＥＸ
ＳＴ１０９、ＡＧＬＭ＿ＥＸＳＴ１１０およびＰＴＴＭ＿ＥＸＳＴ１１１を参照し、これ
によってＶＴＳＭ情報の有無を知ることができる。
【００３０】
　また、ユーザはリモコンなどの外部操作装置２４を介して、ＭＰＵ１２に情報を伝達す
ることができる。
【００３１】
　次に、外部操作装置２４のメニュー呼び出し機能の実装例を説明する。
【００３２】
　図４は、外部操作装置２４に、ＳＰ　ＭＥＮＵ２５とＳＰ　ＳＥＬＥＣＴ２６の各ボタ
ンを設けておき、ユーザがＶＴＳＭのサブピクチャメニュー（ＳＰＭ）またはサブピクチ
ャストリーム（ＳＰＳＴ）の各々の変更機能を呼び出す場合に、これらのボタンを選択的
に用いるようにした例である。音声、アングル、チャプターに関してもサブピクチャと同
様であり、音声についてはＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ２７とＡＵＤＩＯ　ＳＥＬＥＣＴ２８、
アングルについてはＡＮＧＬＥ　ＭＥＮＵ２９とＡＮＧＬＥ　ＳＥＬＥＣＴ３０、パート
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・オブ・タイトル（チャプター）についてはＰＴＴ　ＭＥＮＵ３１とＰＴＴ　ＳＥＬＥＣ
Ｔ３２の、各々２つのボタンが用意されている。
【００３３】
　しかしこの例では、外部操作装置２４に、サブピクチャ、音声、アングル、パート・オ
ブ・タイトル（チャプター）ごとに２個の類似した機能を持つボタンが存在することで、
ユーザが混乱しやすい。またＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５などの切替え操作禁止制限
が存在したり、ＳＰＭが存在しない場合などにおいては、２個のボタンを使用せざるを得
なくなることがあり、これに関してもユーザが混乱しやすい。
【００３４】
　これに対し、図５に示す外部操作装置２４においては、図４のＳＰ　ＭＥＮＵ２５、Ｓ
Ｐ　ＳＥＬＥＣＴ２６の２個のボタンに代えて１個の自動メニュー判定（ＳＰ　ＡＵＴＯ
　ＭＥＮＵ）ボタン３４が設けられているとともに、音声、アングル、パート・オブ・タ
イトル（チャプター）に関しても同様に、図４のＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ２７とＡＵＤＩＯ
　ＳＥＬＥＣＴ２８の２個のボタンに代えて１個の自動メニュー判定（ＡＵＤＩＯ　ＡＵ
ＴＯ　ＭＥＮＵ）ボタン３３が、図４のＡＮＧＬＥ　ＭＥＮＵ２９とＡＮＧＬＥ　ＳＥＬ
ＥＣＴ３０の２個のボタンに代えて１個の自動メニュー判定（ＡＮＧＬＥ　ＡＵＴＯ　Ｍ
ＥＮＵ）ボタン３５が、そして図４のＰＴＴ　ＭＥＮＵ３１とＰＴＴ　ＳＥＬＥＣＴ３２
の２個のボタンに代えて１個の自動メニュー判定（ＰＴＴ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵ）ボタン
３６がそれぞれ設けられている。
【００３５】
　次に、本実施形態の情報再生装置の動作を説明する。
【００３６】
　図６は、本実施形態の情報再生装置でのサブピクチャストリームの選択処理を示すフロ
ーチャートである。
【００３７】
　ユーザによって、たとえば図５に示す外部操作装置２４のＳＰ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボ
タン３４が押されると（ステップＳ１０１）、優先再生設定処理部１２Ｂによって設定さ
れているサブピクチャメニュー（ＳＰＭ）の再生とＵＯＰによるＳＰＳＴの再生選択機能
の起動との優先度の関係が判断される（ステップＳ１０２）。ＳＰＭ再生の優先度がＵＯ
ＰによるＳＰＳＴの再生選択機能の起動よりも高い場合は、ＳＰＭ＿ＥＸＳＴ１０８を検
出し（ステップＳ１０３）、ＳＰＭが有る場合（ステップＳ１０４のＹＥＳ）はＳＰＭの
再生（ステップＳ１０５）を実行する。ＳＰＭが無い場合は、変更可能なＳＰが存在する
かどうかをＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬＴ１０７に基づいて検出し（ステップＳ１０６）、
またユーザ操作によるＳＰの変更が許可されているかどうかを、再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ
＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（Ｓ１０６）。変更可能である場合（ステップＳ１
０８のＹＥＳ）は、再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＳＰＳＴの切
替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１０９）。ユーザ操作によるＳＰの変
更が許可されていない場合もしくは単一のＳＰＳＴしか記録されていない場合は（ステッ
プＳ１０８のＮＯ）、操作が無効となる（ステップＳ１１０）。
【００３８】
　また、ステップＳ１０２でＵＯＰによるＳＰＳＴの再生選択機能の起動の優先度がＳＰ
Ｍ再生よりも高いことが判断された場合は、変更可能なＳＰが存在するかをＰＧＣ＿ＳＰ
ＳＴ＿ＣＴＬＴ１０７に基づいて検出し（ステップＳ１１１）、またユーザによるＳＰの
変更が許可されているかどうかを再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検
出する（ステップＳ１１２）。ユーザによるＳＰの変更が許可されている場合は（ステッ
プＳ１１３のＹＥＳ）、再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＳＰＳＴ
の切替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１１４）。ユーザによるＳＰの変
更が許可されてなく且つ複数のＳＰＳＴが記録されている場合は（ステップＳ１１３のＮ
Ｏ）、次にＳＰＭ＿ＥＸＳＴ１０８を検出して（ステップＳ１１５）、ＳＰＭの有無を判
定し（ステップＳ１１６）、ＳＰＭが有る場合はＳＰＭの再生を実行する（ステップＳ１
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１７）。ＳＰＭが無い場合は操作が無効となる（ステップＳ１１８）。
【００３９】
　このように、設定されているＳＰＭの再生とＵＯＰによるＳＰＳＴの再生選択機能の起
動との優先度を判断し、ＳＰＭ再生の優先度が高い場合には、ＳＰＭの再生をＳＰＳＴ切
替え画面の表示よりも優先し、逆にＵＯＰによるＳＰＳＴ再生選択機能の起動の優先度が
高い場合には、ＳＰＳＴの切替え画面の表示をＳＰＭ再生よりも優先させる。これにより
、一回の操作で、ＳＰＭの再生またはＳＰＳＴの切替え画面の表示を実行することができ
、ユーザに操作の負担を軽減できる。
【００４０】
　図７は、本実施形態の情報再生装置でのオーディオストリームの選択処理を示すフロー
チャートである。
【００４１】
　ユーザによって、たとえば図５に示す外部操作装置２４のＡＵＤＩＯ　ＡＵＴＯ　ＭＥ
ＮＵボタン３３が押されると（ステップＳ１２１）、優先再生設定処理部１２Ｂによって
設定されているオーディオメニュー（ＡＭ）の再生とＵＯＰによるＡＳＴ再生選択機能の
起動との優先度を判断する（ステップＳ１２２）。ＡＭ再生の優先度がＵＯＰによるＡＳ
Ｔ再生選択機能の起動よりも高い場合は、ＡＭ＿ＥＸＳＴ１０９を検出し（ステップＳ１
２３）、ＡＭが有る場合（ステップＳ１２４のＹＥＳ）はＡＭの再生（ステップＳ１２５
）を実行する。ＡＭが無い場合は、変更可能なＡＭが存在するかどうかをＰＧＣ＿ＡＳＴ
＿ＣＴＬＴ１０６に基づいて検出し（ステップＳ１２６）、またユーザ操作によるＡＭの
変更が許可されているかどうかを、再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて
検出する（Ｓ１２７）。変更可能である場合（ステップＳ１２８のＹＥＳ）は、ＡＳＴ再
生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＡＳＴの切替え画面（ＯＳＤ画面）
が表示される（ステップＳ１２９）。ユーザ操作によるＡＭの変更が許可されていない場
合もしくは単一のＡＳＴしか記録されていない場合は（ステップＳ１２８のＮＯ）、操作
が無効となる（ステップＳ１３０）。
【００４２】
　また、ステップＳ１２２でＵＯＰによるＡＳＴ再生選択機能の起動の優先度がＡＭ再生
よりも高いことが判断された場合は、変更可能なＡＭが存在するかをＰＧＣ＿ＡＳＴ＿Ｃ
ＴＬＴ１０６に基づいて検出し（ステップＳ１３１）、またユーザによるＡＭの変更が許
可されているかどうかを再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（
ステップＳ１３２）。ユーザによるＡＭの変更が許可されている場合は（ステップＳ１３
３のＹＥＳ）、ＡＳＴ再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＡＳＴ切替
え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１３４）。ユーザによるＡＭの変更が許
可されてなく且つ複数のＡＳＴが記録されている場合は（ステップＳ１３３のＮＯ）、次
にＡＭ＿ＥＸＳＴ１０９を検出して（ステップＳ１３５）、ＡＭの有無を判定し（ステッ
プＳ１３６）、ＡＭが有る場合はＡＭの再生を実行する（ステップＳ１３７）。ＡＭが無
い場合は操作が無効となる（ステップＳ１３８）。
【００４３】
　このように、設定されているＡＭの再生とＵＯＰによるＡＳＴ再生選択機能の起動との
優先度を判断し、ＡＭ再生の優先度が高い場合には、ＡＭの再生をＡＳＴの切替え画面の
表示よりも優先し、逆にＵＯＰによるＡＳＴ再生選択機能の起動の優先度が高い場合には
、ＡＳＴの切替え画面の表示をＡＭ再生よりも優先させる。これにより、一回の操作で、
ＡＭの再生またはＡＳＴの切替え画面の表示を実行することができ、ユーザに操作の負担
を軽減できる。
【００４４】
　図８は、本実施形態の情報再生装置でのアングルの選択処理を示すフローチャートであ
る。
【００４５】
　ユーザによって、たとえば図５に示す外部操作装置２４のＡＮＧＬＥ　ＡＵＴＯ　ＭＥ
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ＮＵボタン３５が押されると（ステップＳ１４１）、優先再生設定処理部１２Ｂによって
設定されているアングルメニュー（ＡＧＬＭ）の再生とＵＯＰによるＡＧＬ再生選択機能
の起動との優先度を判断する（ステップＳ１４２）。ＡＧＬＭ再生の優先度がＵＯＰによ
るＡＧＬ再生選択機能の起動よりも高い場合は、ＡＧＬＭ＿ＥＸＳＴ１１０を検出し（ス
テップＳ１４３）、ＡＧＬＭが有る場合（ステップＳ１４４のＹＥＳ）はＡＧＬＭの再生
（ステップＳ１４５）を実行する。ＡＧＬＭが無い場合は、変更可能なＡＧＬが存在する
かどうかをＶＭＧＩのＡＧＬ＿Ｎｓ１０１に基づいて検出し（ステップＳ１４６）、また
ユーザ操作によるＡＧＬの変更が許可されているかどうかを、再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿
ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（Ｓ１４７）。変更可能である場合（ステップＳ１４
８のＹＥＳ）は、ＡＧＬ再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＡＧＬ切
替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１４９）。ユーザ操作によるＡＧＬの
変更が許可されていない場合もしくは単一のＡＧＬＭしか記録されていない場合は（ステ
ップＳ１４８のＮＯ）、操作が無効となる（ステップＳ１５０）。
【００４６】
　また、ステップＳ１４２でＵＯＰによるＡＧＬ再生選択機能の起動の優先度がＡＧＬＭ
再生よりも高いことが判断された場合は、変更可能なＡＧＬＭが存在するかをＡＧＬ＿Ｎ
ｓ１０１に基づいて検出し（ステップＳ１５１）、またユーザによるＡＧＬの変更が許可
されているかどうかを再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（ス
テップＳ１５２）。ユーザによるＡＧＬの変更が許可されている場合は（ステップＳ１５
３のＹＥＳ）、ＡＧＬ再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＡＧＬ切替
え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１５４）。ユーザによるＡＧＬの変更が
許可されてなく且つ複数のＡＧＬが記録されている場合は（ステップＳ１５３のＮＯ）、
次にＡＧＬＭ＿ＥＸＳＴ１１０を検出して（ステップＳ１５５）、ＡＧＬＭの有無を判定
し（ステップＳ１５６）、ＡＧＬＭが有る場合はＡＧＬＭの再生を実行する（ステップＳ
１５７）。ＡＧＬＭが無い場合は操作が無効となる（ステップＳ１５８）。
【００４７】
　このように、設定されているＡＧＬＭの再生とＵＯＰによるＡＧＬ再生選択機能の起動
との優先度を判断し、ＡＧＬＭ再生の優先度が高い場合には、ＡＧＬＭの再生をＡＧＬ切
替え画面の表示よりも優先し、逆にＵＯＰによるＡＧＬ再生選択機能の起動の優先度が高
い場合には、ＡＧＬ切替え画面の表示をＡＧＬＭ再生よりも優先させる。これにより、一
回の操作で、ＡＧＬＭの再生またはＡＧＬ切替え画面の表示を実行することができ、ユー
ザに操作の負担を軽減できる。
【００４８】
　図９は、本実施形態の情報再生装置でのパート・オブ・タイトル（チャプター）の選択
処理を示すフローチャートである。
【００４９】
　ユーザによって、たとえば図５に示す外部操作装置２４のＰＴＴ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵ
ボタン３６が押されると（ステップＳ１６１）、優先再生設定処理部１２Ｂによって設定
されているパート・オブ・タイトルメニュー（ＰＴＴＭ）の再生とＵＯＰによるチャプタ
ー再生選択機能の起動との優先度を判断する（ステップＳ１６２）。ＰＴＴＭ再生の優先
度がＵＯＰによるチャプター再生選択機能の起動よりも高い場合は、ＰＴＴＭ＿ＥＸＳＴ
１１１を検出し（ステップＳ１６３）、ＰＴＴＭが有る場合（ステップＳ１６４のＹＥＳ
）はＰＴＴＭの再生（ステップＳ１６５）を実行する。ＰＴＴＭが無い場合は、変更可能
なＰＴＴが存在するかどうかをＰＴＴ＿Ｎｓ１０２に基づいて検出し（ステップＳ１６６
）、またユーザ操作によるＰＴＴの変更が許可されているかどうかを、再生中のＰＧＣ＿
ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（Ｓ１６７）。変更可能である場合（ステッ
プＳ１６８のＹＥＳ）は、チャプター再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成さ
れたＰＴＴ切替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１６９）。ユーザ操作に
よるＰＴＴの変更が許可されていない場合もしくは単一のＰＴＴＭしか記録されていない
場合は（ステップＳ１６８のＮＯ）、操作が無効となる（ステップＳ１７０）。
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【００５０】
　また、ステップＳ１６２でＵＯＰによるチャプター再生選択機能の起動の優先度がＰＴ
ＴＭ再生よりも高いことが判断された場合は、変更可能なＰＴＴＭが存在するかをＰＴＴ
＿Ｎｓ１０２に基づいて検出し（ステップＳ１７１）、またユーザによるＰＴＴの変更が
許可されているかどうかを再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する
（ステップＳ１７２）。ユーザによるＰＴＴの変更が許可されている場合は（ステップＳ
１７３のＹＥＳ）、チャプター再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＰ
ＴＴ切替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１７４）。ユーザによるＰＴＴ
の変更が許可されてなく且つ複数のＰＴＴが記録されている場合は（ステップＳ１７３の
ＮＯ）、次にＰＴＴＭ＿ＥＸＳＴ１１１を検出して（ステップＳ１７５）、ＰＴＴＭの有
無を判定し（ステップＳ１７６）、ＰＴＴＭが有る場合はＰＴＴＭの再生を実行する（ス
テップＳ１７７）。ＰＴＴＭが無い場合は操作が無効となる（ステップＳ１７８）。
【００５１】
　このように、設定されているＰＴＴＭの再生とＵＯＰによるチャプター再生選択機能の
起動との優先度を判断し、ＰＴＴＭ再生の優先度が高い場合には、ＰＴＴＭの再生をＰＴ
Ｔ切替え画面の表示よりも優先し、逆にＵＯＰによるチャプター再生選択機能の起動の優
先度が高い場合には、ＰＴＴ切替え画面の表示をＰＴＴＭ再生よりも優先させる。これに
より、一回の操作で、ＰＴＴＭの再生またはＰＴＴ切替え画面の表示の起動を実行するこ
とができ、ユーザに操作の負担を軽減できる。
【００５２】
　図１０は、本実施形態の情報再生装置の動作状態により優先表示を切替える場合のサブ
ピクチャストリームの選択処理を示すフローチャートである。
【００５３】
　ユーザによって、たとえば図５に示す外部操作装置２４のＳＰ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボ
タン３４が押されると（ステップＳ１０１）、情報再生装置の動作状態を検出する（ステ
ップＳ１１９）。停止状態の場合はＳＰＭ＿ＥＸＳＴ１０８を検出し（ステップＳ１０３
）、ＳＰＭが有る場合は（ステップＳ１０４のＹＥＳ）、ＳＰＭの再生（ステップＳ１０
５）を実行する。ＳＰＭが無い場合は、変更可能なＳＰが存在するかどうかをＰＧＣ＿Ｓ
ＰＳＴ＿ＣＴＬＴ１０７に基づいて検出し（ステップＳ１０６）、またユーザ操作による
ＳＰの変更が許可されているかどうかを、再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ１０５に基
づいて検出する（Ｓ１０６）。変更可能である場合（ステップＳ１０８のＹＥＳ）は、Ｓ
ＰＳＴ再生選択機能の起動により画面作成部２３で作成されたＳＰＳＴの切替え画面（Ｏ
ＳＤ画面）が表示される（ステップＳ１０９）。ユーザ操作によるＳＰの変更が許可され
ていない場合もしくは単一のＳＰＳＴしか記録されていない場合は（ステップＳ１０８の
ＮＯ）、操作が無効となる（ステップＳ１１０）。
【００５４】
　また、ステップＳ１１９で停止状態ではないことが判断された場合は、変更可能なＳＰ
が存在するかをＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬＴ１０７に基づいて検出し（ステップＳ１１１
）、またユーザによるＳＰの変更が許可されているかどうかを再生中のＰＧＣ＿ＵＯＰ＿
ＣＴＬＴ１０５に基づいて検出する（ステップＳ１１２）。ユーザによるＳＰの変更が許
可されている場合は（ステップＳ１１３のＹＥＳ）、ＳＰＳＴ再生選択機能の起動により
画面作成部２３で作成されたＳＰＳＴの切替え画面（ＯＳＤ画面）が表示される（ステッ
プＳ１１４）。ユーザによるＳＰの変更が許可されてなく且つ複数のＳＰＳＴが記録され
ている場合は（ステップＳ１１３のＮＯ）、次にＳＰＭ＿ＥＸＳＴ１０８を検出して（ス
テップＳ１１５）、ＳＰＭの有無を判定し（ステップＳ１１６）、ＳＰＭが有る場合はＳ
ＰＭの再生を実行する（ステップＳ１１７）。ＳＰＭが無い場合は操作が無効となる（ス
テップＳ１１８）。
【００５５】
　なお、この情報再生装置の動作状態に基づく優先表示の切替えは、サブピクチャストリ
ームの選択への適用に限定されず、同様に、オーディオストリームの選択、アングルの選
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択、パート・オブ・タイトルの選択にも適用可能である。
【００５６】
　図１１は、本実施形態の情報再生装置でのサブピクチャストリーム（ＳＰＳＴ）の切替
え画面（ＯＳＤ画面）の例を示している。
【００５７】
　このＳＰＳＴの切替え画面には、３つのＳＰに関する情報（言語など）が表示され、ユ
ーザはたとえば外部操作装置２４を操作するなどして、所望のＳＰを選択することができ
る。ＯＳＤ表示処理部１２Ｃは、このようなＳＰＳＴの切替え画面を、たとえば、ＳＰＳ
Ｔ＿ＡＴＲ１０４、ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬＴ１０７を用いることによって画面作成部
２３を通して作成する。
【００５８】
　図１２は、本実施形態の情報再生装置でのオーディオストリーム（ＡＳＴ）の切替え画
面（ＯＳＤ画面）の例を示している。
【００５９】
　このＡＳＴの切替え画面には、２つのＡＳＴに関する情報（言語など）が表示され、ユ
ーザはたとえば外部操作装置２４を操作するなどして、所望のＡＳＴを選択することがで
きる。ＯＳＤ表示処理部１２Ｃは、このようなＡＳＴの切替え画面を、たとえば、ＡＳＴ
＿ＡＴＲ１０３、ＰＧＣ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬＴ１０６を用いることによって画面作成部２３
を通して作成する。
【００６０】
　図１３は、本実施形態の情報再生装置でのアングル（ＡＧＬ）の切替え画面（ＯＳＤ画
面）の例を示している。このＡＧＬの切替え画面には、５つのＡＧＬに関する情報が表示
され、ユーザはたとえば外部操作装置２４を操作するなどして、所望のＡＧＬを選択する
ことができる。ＯＳＤ表示処理部１２Ｃは、このようなＡＧＬの切替え画面を、たとえば
、ＶＭＧＩのＡＧＬ＿Ｎｓ１０１を用いることによって画面作成部２３を通して作成する
。
【００６１】
　図１４は、本実施形態の情報再生装置でのパート・オブ・タイトル（ＰＴＴ）の切替え
画面（ＯＳＤ画面）の例を示している。このＰＴＴの切替え画面には、３つのＰＴＴに関
する情報が表示され、ユーザはたとえば外部操作装置２４を操作するなどして、所望のＰ
ＴＴを選択することができる。ＯＳＤ表示処理部１２Ｃは、このようなＰＴＴの切替え画
面を、たとえば、ＶＭＧＩのＰＴＴ＿Ｎｓ１０２を用いることによって画面作成部２３を
通して作成する。
【００６２】
　次に、サブピクチャメニュー（ＳＰＭ）、オーディオメニュー（ＡＭ）、アングルメニ
ュー（ＡＧＬＭ）、パート・オブ・タイトル（ＰＴＴ）などの各種メニューの再生とユー
ザ操作（ＵＯＰ）による操作制限との間での優先順位を設定する方法を説明する。
【００６３】
　図１５は、この優先順位の設定画面の例を示す図である。
【００６４】
　情報再生装置の様々な機能の初期設定を行うメニュー４２には「再生優先度設定」の項
目が含まれている。ユーザによってメニュー４２の中から「再生優先度設定」が選択され
ると、優先度を設定する対象（サブピクチャ、オーディオ、アングル、チャプター）の各
項目からなる第２階層のメニュー４３が表示される。さらにユーザによってその第２階層
のメニュー４３から任意の対象が選択されることで、メニュー再生を優先するか切替え画
面表示を優先するかを選択するための第３階層のメニュー４４が現われ、この第３階層の
メニュー４４でユーザによって優先したい項目の選択が行われる。これによって、メニュ
ー再生を優先することが選択された場合は、メニュー再生の優先度がユーザ操作（ＵＯＰ
）による操作制限よりも高いものと設定され、逆に切替え画面表示を優先することが選択
された場合には、ユーザ操作（ＵＯＰ）による操作制限の優先度がメニュー再生よりも高
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いものと設定される。
【００６５】
　図１６は、任意のタイトル情報を閲覧可能で且つ、選択可能なメニュー画面の例である
。
【００６６】
　このメニュー画面には、情報記録媒体に記録された全てのタイトルのコンテンツに関す
る情報が表示される。個々のタイトルのコンテンツに関する情報は、矩形領域４６内に配
置された画像情報４５と文字情報４７とで構成されている。各々のタイトルに対応する矩
形領域４６は画面に上下に並べて表示配置されている。このメニュー画面で任意のタイト
ルを選択する場合には、たとえば、図１７に示すような外部操作装置５０が用いられる。
すなわち、この外部操作装置５０のアップキー４９とダウンキー５０を操作することで、
所望のタイトルの矩形領域４６にフォーカス４８を移動させ、選択キーを押せばよい。
【００６７】
　矩形領域４６に表示させる画像４５には、たとえば、実際に再生の対象となるビデオデ
ータの先頭から所定時間経過した時点のフレームを採用し、メニュー画面に静止画として
表示させる。もしくは実際に動画として再生してもよい。文字情報４７には、各タイトル
の属性情報の内容が表示される。ここに表示されるアングル数、チャプタ－数に関する情
報は、図１８に示すＶＭＧＩ（ビデオマネージャ情報）中のＴＴ＿ＳＲＰＴ（タイトルサ
ーチポインタ情報）中の各タイトル用のＴＴ＿ＳＲＰ（タイトル用サーチポインタ）中の
アングル数を示すＡＧＬ＿Ｎｓ１１０およびチャプター数を示すＰＴＴ＿Ｎｓ１１１に記
録されている。
【００６８】
　なお、本発明は、上述の図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００６９】
　上記した実施の形態においては、情報再生装置として説明したが、情報記録再生装置に
も適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】ＤＶＤディスクの論理構造を示す図である。
【図２】ビデオマネージャメニュー（ＶＭＧＭ）、ビデオタイトルセットメニュー（ＶＴ
ＳＭ）のデータ構造を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかる情報再生装置の全体構成を示す図である。
【図４】外部操作装置のメニュー呼び出し機能の実装例を示す図である。
【図５】外部操作装置のメニュー呼び出し機能の他の実装例を示す図である。
【図６】本実施形態の情報再生装置でのサブピクチャストリームの選択処理を示すフロー
チャートである。
【図７】本実施形態の情報再生装置でのオーディオストリームの選択処理を示すフローチ
ャートである。
【図８】本実施形態の情報再生装置でのアングルの選択処理を示すフローチャートである
。
【図９】本実施形態の情報再生装置でのパート・オブ・タイトル（チャプター）の選択処
理を示すフローチャートである。
【図１０】本実施形態の情報再生装置での実行中のドメイン（動作状態）により優先表示
を切替える場合のサブピクチャストリームの選択処理を示すフローチャートである。
【図１１】本実施形態の情報再生装置でのサブピクチャストリーム（ＳＰＳＴ）の切替え
画面（ＯＳＤ画面）の例を示す図である。
【図１２】本実施形態の情報再生装置でのオーディオストリーム（ＡＳＴ）の切替え画面
（ＯＳＤ画面）の例を示す図である。
【図１３】本実施形態の情報再生装置でのアングル（ＡＧＬ）の切替え画面（ＯＳＤ画面
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）の例を示す図である。
【図１４】本実施形態の情報再生装置でのパート・オブ・タイトル（ＰＴＴ）の切替え画
面（ＯＳＤ画面）の例を示す図である。
【図１５】優先順位の設定画面の例を示す図である。
【図１６】任意のタイトル情報を閲覧可能で且つ選択可能なメニュー画面の例を示す図で
ある。
【図１７】図１６のメニュー画面を操作する外部操作装置を示す図である。
【図１８】ＶＭＧＩ（ビデオマネージャ情報）の構成を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１０…情報再生装置、１１…データ読み取り装置、１２…ＭＰＵ、１２Ａ…各種情報検
知処理部、１２Ｂ…優先再生設定処理部、１２Ｃ…ＯＳＤ表示データ作成部、１２Ｄ…ド
メイン検知処理部、１２Ｅ…再生ストリーム変更処理部、１３…情報記録媒体（ＤＶＤデ
ィスク）、１４…各種情報検出・処理部、１５…音声復号器、１６…映像復号器、１７…
副映像復号器、１８…ワークメモリ、１９…ビデオ処理部、２０…オーディオ用Ｄ／Ａ、
２１…ビデオ用Ｄ／Ａ、２２…外部操作検知部、２３…画面作成部、２４…外部操作装置
、２５…ＳＰ　ＭＥＮＵボタン、２６…ＳＰ　ＳＥＬＥＣＴボタン、２７…ＡＵＤＩＯ　
ＭＥＮＵボタン、２８…ＡＵＤＩＯ　ＳＥＬＥＣＴボタン、２９…ＡＮＧＬＥ　ＭＥＮＵ
ボタン、３０…ＡＮＧＬＥ　ＳＥＬＥＣＴボタン、３１…ＰＴＴ　ＭＥＮＵボタン、３２
…ＰＴＴ　ＳＥＬＥＣＴボタン、３３…ＡＵＤＩＯ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボタン、３４…
ＳＰ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボタン、３５…ＡＮＧＬＥ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボタン、３６
…ＰＴＴ　ＡＵＴＯ　ＭＥＮＵボタン、１０１…アングル数情報（ＡＧＬ＿Ｎｓ）、１０
２…ＰＴＴ（パート・オブ・タイトル）数情報（ＰＴＴ＿Ｎｓ）、１０３…オーディオス
トリーム属性情報（ＡＳＴ＿ＡＴＲ）、１０４…サブピクチャストリーム属性情報（ＳＰ
ＳＴ＿ＡＴＲ）、１０５…ユーザ操作制御情報（ＰＧＣ＿ＵＯＰ＿ＣＴＬＴ）、１０６…
オーディオストリーム制御テーブル（ＰＧＣ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬＴ）、１０７…ＰＧＣ内サ
ブピクチャストリーム制御テーブル（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬＴ）、１０８…サブピク
チャメニューの有無情報（ＳＰＭ＿ＥＸＳＴ）、１０９…オーディオメニューの有無情報
（ＡＭ＿ＥＸＳＴ）、１１０…アングルメニューの有無情報（ＡＧＬＭ＿ＥＸＳＴ）、１
１１…ＰＴＴメニューの有無情報（ＰＴＴＭ＿ＥＸＳＴ）。
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